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縄文総合芸術祭「八ヶ岳JOMONライフフ
ェスティバル」に向けて発足した実行委員会

大会で中
会、作、

畠重要辱撃
今
秋
開
催
へ
実
行
委
発
足

イ
ベ
ン
ト
ご
と
6
部
会
設
置

今
秋
に
茅
野
市
で
初
め
て

開
か
れ
る
縄
文
総
合
芸
術
祭

「
八
ヶ
岳
J
O
M
O
N
ラ
イ

フ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
実

行
委
員
会
（
委
員
長
・
柳
平

千
代
一
茅
野
市
長
）
が
2
3
日

夜
、
発
足
し
た
。
会
期
は
9

月
9
日
～
1
0
月
2
2
日
。
3
年

に
1
度
の
「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

縄
文
イ
ベ
ン
ト
を
凝
縮
し
、

新
た
な
企
画
も
加
え
る
。
縄

文
を
通
し
て
く
ら
し
の
原
点

を
見
つ
め
直
し
て
も
ら
い
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
も

目
指
す
考
え
だ
。（

樋
口
美
世
子
）

9
月
9
日
に
は
茅
野

家
の
原
田
マ
ハ
さ
ん

1
0
月
1
5
日
に
は
縄
文

（
場
所
は
未
定
）
、
1
0

「
夜
の
火
祭
り
」
を
開
催
予
定
。

ま
た
、
市
民
館
が
中
心
と
な
り
縄

文
の
視
点
で
街
中
を
ア
ー
ト
で
飾

る
。
1
0
月
2
2
日
午
後
5
時
3
0
分
か

ら
は
歌
手
の
平
原
綾
香
さ
ん
を
招

き
、
2
0
1
4
年
に
市
民
公
募
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
一
「
縄
文
の
う

た
」
を
市
民
と
と
も
に
歌
う
コ
ン

サ
ー
ト
（
有
料
）
を
開
く
。

今
秋
の
同
フ
ェ
ス
は
「
第
0

ク
ト
」
実
行
市
民
会
議
の
部
会
長

な
ど
を
選
出
し
た
。

市
役
所
で
開
い
た
会
合
に
は
各

関
係
機
関
や
市
な
ど
か
ら
約
6
0
人

が
参
加
し
た
。
意
見
交
換
で
は
「
小

学
校
の
縄
文
科
と
結
び
付
け
（
小

学
生
も
）
一
緒
に
企
画
し
て
い
け

た
ら
素
晴
ら
し
い
」
「
イ
ベ
ン
ト
が

終
わ
っ
て
か
ら
も
販
売
で
き
る
よ

う
な
永
続
的
な
商
品
を
開
発
し
た

い
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

柳
平
市
長
は
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
。
縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

世
界
を
平
和
に
す
る
崇
高
な
も

の
」
と
話
し
、
協
力
を
呼
び
掛

けた。 回
」
と
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
か
れ
る
2
0
2
0
年
を
第
1

回
と
位
置
づ
け
る
。
今
回
は
プ
ロ

ロ
ー
グ
と
し
、
世
界
に
向
け
て
縄

文
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く

か
を
視
野
に
取
り
組
む
。

実
行
委
は
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
、

「
縄
文
ま
つ
り
」
「
夜
の
火
祭
り
」

「
も
の
づ
く
り
・
商
品
メ
ッ
セ
」

「
学
習
・
識
る
」
「
ア
ー
ト
・
パ
フ

オ
ー
ミ
ン
グ
」
「
ま
ち
な
か
賑
わ

い
」
の
計
6
部
会
を
設
置
。
部
会

の
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
市
が
市
民
と

と
も
に
進
め
る
「
縄
文
プ
ロ
ジ
エ


